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これからの社会に対応できる子どもの育成って 

校長 堀 江  充  

先日、学校運営協議会でも話題になったタブレットの活用について簡単に説明させていただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報活用スキル 

ＩＣＴ操作スキル 

学 習 規 律 

ＩＣＴ通信環境 

◇本年度の重点目標 
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課題を解決するために情報を集め、整理分析

し、表現（この一連のステップの中でタブレッ

トをどう有効に活用し、力を育むかを今学校

では模索しています） 
 

学校ぐるみ、日々の学習の中で 
学年学級経営 

スキルを身に付けさせます 
活用スキル  収集、整理、分析など 
操作スキル 主に文字入力や検索 
学習に向かう姿勢を身に付けさせます 
AKD 
学習習慣 
情報モラル 
ICT の環境を整えます（学校や行政） 
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 操作スキルの目安  （東神楽町での目安です） 
＊基本的には全て学校側の目安ですが、 
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家庭でもできそうなこと 学 校 
・自分で撮った写真や動画を使

い友達に説明 
 
 
・作成したものを活用し発表

する 
・調べたことをロイロノート

でまとめ発表 
 
・調べたことをロイロノート

でまとめ発表 
・ロイロノートを活用し友達

と意見交流 
・ロイロノートを活用し友達

と意見交流 
 

・漢字や計算ソフトの活用 
・手書きやタッチペンで書き

こむ 
・写真や動画をとる 
・手書きやタッチペンで書

く 
・ローマ字で単語の入力 
・インターネットを利用し

調べる 
・簡単な文章をローマ字で

入力 
・１００文字程度の文章を

ローマ字で入力 
・６００文字程度の文章を

ローマ字で入力 
 

 

＜タブレットの持ち帰りについて＞ 
目的：家庭でも学習用 iPad をより多くの

場面で活用していただくため 
使用上の注意： 
・毎日充電して持って来る 
・自宅内のみの使用 
・学習に関わることで使用 
・基本全教科書置き勉とする 
活用例： 
・課題の提出 
・学習アプリに活用 
＊詳しくは、別途文書を出しますのでご覧

ください。 

日常の授業や

活動の中で 

目 指 す 姿 
 最終的には、自分自身で学んでいける、他の

人と協力し、相談しながら学んでいける子ど

もに 
 

・各ステップで情報活用スキルやＩＣＴ操作スキルを発揮

・その際には「見方・考え方」や「見通し」を持つ

・主体的・対話的に取り組む

・これらが繰り返されて深い学びを実現



 
  
９月７日（水）と８日（木）の三校合同宿泊研

修は、５年生にとって思い出深い行事になりま
した。１日目は、十勝岳登山やジオハイキングで
十勝岳の噴火対策や火山特有の地層や岩石、自
然環境の変化等について学びました。夕食は災
害食を食べました。５年保存ができ、水やお湯が
あれば、非常時でも食べられる防災食のすごさ
やありがたみを感じました。また、暗闇の中、災
害時という想定で、グループ毎に安全な場所を
捜して避難する体験も行いました。2 日目は、ア
ジャタ、ボッチャ、ストラックアウト、ペタンク
などのスポーツ交流で他校の児童との親睦を深
めました。また、クラフトでは焼いた板にオリジ
ナルの絵や文字を書く作品作りに夢中でした。 

今回の宿泊研修では、寝食を共にしたり、今ま
で経験がないことにチャレンジしたりして、集
団行動、整理整頓、礼儀やマナー、人との関わり、
自分で考えて行動すること、防災意識などにつ
いて学びを深めることができました。全員、２日
間体調を崩すことなく、 
過ごすことができたの 
で、良かったです。 

 

 
９月１２日（火）、役場の松井さんに来ていただ

き、４年生が社会科の学習で自然災害に備えるま
ちづくりについてお話を聞きました。平成２８
年と平成３０年に台風が北海道を直撃したこと
により東神楽町でも床下浸水や農地冠水という
被害がありました。東神楽町は１０００年に一
度の確率で起こる確率雨量を基にハザードマッ
プを作成して町民に配付したり、災害時のため
に防災訓練（炊き出し含む）をしたり、食料や毛
布、間仕切りなどを備蓄したり、町バスの車庫に
マンホールトイレを作るなど 
の備えをし 
ていること 
を学びまし 
た。 
 

 

 
  
とうもろこしの収穫体験を通して、畑作に対する興

味・関心をもち、自分の住む町の地場産業である農
業について学びを深めるねらいで、８月２４日（水）に
３年生のとうもろこし収穫体験が行われました。JA 東
神楽青年部の方々にとうもろこしの採り方を教えてい
ただいた後、とうもろこし畑の中に入りました。とうもろ
こしを少し手前に倒すと簡単に採れ、 

「何本でも採っていいですよ。」 
と言っていただいたので、みんな夢中 
になって採りました。学習との関連は、 
次のとおりです。 

3 年総合 「野菜を育てよう」 
体験を通して、とうもろこしの育て方、 

とうもろこしのもぎかた、 
どのような思いでとうも 
ろこしを育てているのか 
等について、学ぶことが 
できました。 

 
 

 
 

とうもろこし収穫体験 
 
 

 
 

９月１５日（木）に、マラソン記録会を行いまし
た。５月から心身ともに健康な体をつくり、
体力の向上を図ることをねらいに、東小タイ
ムや体育の時間にマラソンの取組を行ってきま
した。自分の持てる力を出し切ることを目標に、
一生懸命走りました。会場で温かいご声援をい
ただきました保護者の皆様、子どもが安全に走
れるように、関門箇所に立ってくださった皆様、
どうもありがとうございました。 
 

  
 
学校評価のご協力ありがとうございました。 
今年度重点をかけた評価結果についてお知らせ

いたします。 
①児童なりに努力したり工夫したりしたことを認

め、積極的に伝えることができた。 
【教職員○3.5◇3.６７】 

②めあてや課題を持って主体的に学習に取り組ん
でいる。【児童○3.5◇3.3４】 

③時間を決めて家庭学習に取り組んでいる。 
【児童○3.5◇3.３０】 

④家庭学習が習慣化するよう働きかけている。 
【保護者○3.5◇3.２０】 

⑤自分から進んで挨拶し礼儀正しく行動している。 
【教職員○3.5◇3.４５、児童○3.5◇3.５１】 

⑥いじめは絶対に許されない。 
   【児童いじめアンケート○１００％◇１００％】 

⑦ユーチューブやゲームの時間は、２時間以内にし
ている。 
【児童○3.0◇２．８８】 

⑧テレビ視聴の時間やゲームの約束を決め、守ら
せている。【保護者○3.0◇2.9０】 

⑨自分にはよいところがある。 
【児童○3.5◇3.３２】 

⑩将来の夢や目標をもっている。 
【児童○3.5◇3.４５】 
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三校合同宿泊研修 
 
 

マラソン記録会 
 
 
 

１学期学校評価 ○目標◇結果 
 
 

自然災害に備える
防災出前授業 

 
 


